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総務省消防庁、独立行政法人国際協力機構（JICA）及び北九州市消防局の３者が連

携し、ＪＩＣＡ課題別研修「消防・防災」を実施します。 

なお、消防に関連する研修を実施しているのは、全国で北九州市が唯一となります。 

令和８年度の研修では、１０か国から選ばれた１０人の研修員が本市に集まり、約

２か月の研修期間で様々な訓練や講義を通して消防・防災について学びます。 

つきましては、本研修の開始にあたり、以下のとおり「開講式」を行いますので、

ぜひ取材方よろしくお願いいたします。 

 

１ 開講式について 

日時：令和８年１０月９日（金）１０時３０分～１１時３０分 

場所：消防局訓練研修センター 別館屋内訓練場 

   （北九州市小倉北区東港一丁目２番５号） 

 ※主な訓練や講義の「見どころ」については、別紙にてご紹介しております。 

※お車でお越しの際は、会場の駐車場をご利用いただけます。 

 

２ 本研修の背景・これまでの成果 

背景：研修員の自国における防災対応力強化等を目的とした国際協力事業です。 

６３年から実施し（今回で３７回目）、これまで９０の国と地域から３２２人を

受け入れています。 

成果：帰国した研修員により自国での伝達研修が行われています。 

ホース延長等の技術に加え、安全確認の「指差呼称」といった規律も取り入れ

られており、本市の技術や日本の文化が世界へ広まる成果に繋がっています。 

 

 

 

 

 

【問い合わせ先】 

消防局総務部訓練研修センター 訓練研修係 

担当者：古城・平田 

TEL：093－592-5580 FAX：093－592－5590 

令和８年１０月８日 

北九州市消防局 



１ 『JICA課題別研修「消防・防災」開講式』 

■ 日時・場所 

  令和８年１０月９日（金）１０時３０分～１１時３０分 

訓練研修センター 別館屋内訓練場 

    (北九州市小倉北区東港一丁目２番５号) 

 

■ 出席者・参加者数 

・独立行政法人国際協力機構（JICA）九州センター所長 

・総務省消防庁国民保護・防災部 国際協力官 

・消防局長、消防局各部長、各消防署長 

・JICA研修員（１０か国１０人） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

■ 内容・次第  

  開講式は、各国の国歌を北九州市消防音楽隊が生演奏する中、カラーガード隊が各国の

国旗旗手として入場し、その後、各研修員の紹介を行います。 

（１）研修員入場 

（２）各国の国旗旗手入場 

（３）北九州市消防局長 挨拶 

（４）独立行政法人国際協力機構 九州センター所長 挨拶（若林
わかばやし

 基
もと

治
はる

 様） 

（５）総務省消防庁 国民保護・防災部 国際協力官 挨拶（脇本
わきもと

 篤
あつし

 様） 

（６）研修員紹介・研修員代表挨拶 

（７）記念撮影 

 

２ 『ＨＵＧ（避難所運営ゲーム）』 

■ 日時・場所 

令和８年１０月２０日（火）１３時００分～１６時００分 

訓練研修センター 

（北九州市小倉北区東港一丁目２番５号） 

 

■ 見どころ 

  大規模災害時の応急対策活動の中でも特に重要なものの 

一つが避難所運営です。ＨＵＧは「Ｈ（Hinanzyo 避難所）」、 

「Ｕ（Unei 運営）」、「Ｇ（Gameゲーム）」の頭文字を取ったもの 

です。また、「ＨＵＧ」には英語で「抱きしめる」という意味が 

あり、「避難者を優しく受け入れる」といったイメージと重ね合 

わせて命名されました。 

１枚のカードを避難者と見立てて、避難所として使用する体育館や教室 

の平面図にどれだけ適切に配置できるか、また避難所で起こる様々な出来 

事にどう対応していくかを疑似体験するゲームです。 



３ 『泡消火剤による消火技術』 

■ 日時・場所 

令和８年１０月２７日（火）１３時００分～１６時００分 

訓練研修センター 

（北九州市小倉北区東港一丁目２番５号） 

 

■ 見どころ 

本市が実際の火災現場等で使用している泡消火剤は、天然由来 

の石けんが主成分で少ない水で素早く消火でき、人体や環境に優 

しいのが特徴です。研修の中で、実際に木材を燃焼させ、泡消火 

剤と水の消火能力の違いを体験してもらいます。 

 

 

 

４ 『ＤＩＧ（災害図上訓練）』 

■ 日時・場所  

令和８年１１月１１日（水）９時００分～１２時００分 

JICA九州センター 

    （北九州市八幡東区平野二丁目２番１号） 

 

■ 見どころ 

  ＤＩＧは「Ｄ（Disaster 災害）」、「Ｉ（Imagination想像力）」、 

「Ｇ（Game）」、ゲームの頭文字 を取って命名されました。 

ＤＩＧは「災害を理解する」「まちを探求する」「防災意識を掘り起こす」 

という意味が込められた防災力を高める方法です。 

この研修は、研修員が寄宿している「ＪＩＣＡ九州センター付近で 

災害が起こったら」という想定でＤＩＧを行います。また、自国の防災力 

を向上するために研修員それぞれがＤＩＧを行えるようにするのが目的です。 

 

 

５ 『消防機械器具（三連はしご・空気呼吸器）』 

■ 日時・場所  

令和８年１１月１７日（火）９時００分～１６時００分 

訓練研修センター 

（北九州市小倉北区東港一丁目２番５号） 

 

■ 見どころ 

 三連はしごや空気呼吸器は、私たち消防士が災害現場で活動する 

ために欠かせない資器材です。 

これらを安全・確実に取扱うための知識を伝達し、実技訓練を 

通して技術の習得を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 



６ 『救急法及び救急講習（研修員による北九州市立大学留学生への救急指導）』 

■ 日時・場所 

令和８年１１月２７日（金）１４時００分～１６時００分 

北九州市立大学 ひびきのキャンパス 

  （北九州市若松区ひびきの１番１号） 

 

■ 見どころ 

救急法について１日学んだ後、北九州市立大学の留学生を対象とした 

救急講習を行います。講師は研修員が務め、留学生に心肺蘇生法を指導 

します。 

  救急法を学び自国に持ち帰ることはもちろんですが、留学生に心肺蘇 

生法を指導することで、北九州市の救命率向上にも寄与します。 

 言語の通じる留学生と楽しく交流する研修員の姿がとても印象的です。 

 

 

７ 『建物火災における消火活動要領』 

■ 日時・場所 

令和８年１１月３０日（月）９時００分～１６時００分 

訓練研修センター  

    (北九州市小倉北区東港一丁目２番５号) 

 

■ 見どころ 

  基本的な消火技術や消火活動に必要な物理や化学の基礎知識を学んでも 

らうとともに、本市の消防活動要領を座学及び訓練を行うことで習得して 

もらいます。 

  本市の消火活動要領や訓練方法などは、過去の研修員からのニーズも高 

 く、ＪＩＣＡ課題別研修「消防・防災」の中でも中心となる研修の一つです。 

 

 

８ 『総合訓練展示』 

■ 日時・場所 

令和８年１２月４日（金）１４時００分～１５時００分 

訓練研修センター 

（北九州市小倉北区東港一丁目２番５号） 

 

■ 見どころ 

  ＪＩＣＡ課題別研修「消防・防災」の消防に関するカリキュラムの 

集大成として、研修員による総合訓練展示を行います。 

  この訓練では、火災を想定し、研修員が指揮隊や救助隊、はしご車 

隊指揮者として複数の隊の指揮をとり、また、各隊の隊長として建物 

の中に取り残された人の救助活動や消火活動などを行います。 

 

 

 

 

 

 


